
4月1日に、新元号が“令和”
と発表された。そして30年余
り続いた“平成”の時代が、あと
1カ月足らずで終わろうとして
いる。このところ、テレビ番組
等で平成を振り返る企画も盛ん

に目にするが、真っ先に頭に浮
かぶのは、停滞という文字だろ
うか。
ボウリング界にとっても、
31年を経て多くのセンターが
建物や設備の老朽化に直面して
いるのが現実だ。ボウリングそ

のもののイメージも、ポジティ
ブとはいいがたい。令和の時代
はさしずめ、再生がキーワード
となりそうだ。ボウリングのイ
メージをもういちどブラッシュ
アップし、ＫＵＷＡＴＡ ＣＵＰ
で起こった波を、さらに大きな

ウェーブへと…。
創刊からその大半を平成とと

もに歩んできた本紙も、その一
助となるべく、本号より全面リ
ニューアルを行った。本紙への
ご意見のほか、さまざまな情報
等、お便りもお待ちしています。

次号予告
特集（予定）Ｇボウラーズって何だ？
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